








This paper shows that designing and verification of experience-based learning materials for natural science utilizing cooperation with 
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図 3 マグマだまりBOX 
 
 
図 4 マグマサンプル 
 
 
図 5 火山模型 
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をマグマだまり BOX の上に乗せる． 
 
図 8 マグマの流れる速さを観察する 
 最後に，自分達の推論が正しかったのかどうかを確認す

































図 10 子ども達自身で揺らすことが可能な街の模型 
 
図 11 高速道路の模型 








図 1 モデルとデジタルコンテンツの橋渡しをするキャメラ君 
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図 18 これまでに発行した成果集冊子 
 
 










図 20 これまでに配布した展示会ブックレット 
 















図 21 授業 Web サイト 
地域との連携を活かした体験型自然科学教材のデザインとその効果 
27 















図 22 プロモーション Web サイト 
 
5） 各大学生の blog による活動記録 
 演習を履修している各大学生は，学習教材を開発する過程
で行ったグループ内での議論や制作の記録を，演習の活動記









































情報科学研究所 所報 No.88（2017） 
28 
 






















果を紹介するプロモーション Web サイト，各大学生が blog に
書く活動記録といったように，複数の視点や目的に沿って
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